
ＪＡＳＯ耐震診断等の評定用図書作成要領 
平成 23 年 9 月 1 日制定 

 
 
 本要領は、評定申込者または代理者（以下「申込者等」という。）が、耐震診断又は耐震補強設計

（以下「耐震診断等」という。）の評定を受けるに当たって、特定非営利活動法人 耐震総合安全機構

（以下「JASO」という。）に提出又は提示すべき図書（以下「評定用図書」という。）について、必

要事項を定めるものである。 
 
第１ 評定用図書の種類 

1-1 評定用図書は、次の３種とする。 
（1）評定部会用資料 
（2）判定会議用資料 
（3）評定報告書（保管用図書） 

 
1-2 評定用図書の提出時期及び部数は、原則として、次のとおりとする。 

評定用図書の種類 提 出 時 期 提 出 部 数 

評定部会用資料 評定部会の 1 週間前まで＊1 ２部 

判定会議用資料 判定会議の 1 週間前まで＊2 原則６部 

評定報告書(保管用図書) 評定書発行後速やかに 1 部 

根拠となる現存図面、電算出力等 評定部会当日 （1 部提示） 
＊1 事務局の判断により、評定部会当日でも可とする。 
＊2 事務局の判断により、メールによる送付も可とする。 

 
第２ 評定部会用資料の作成方法 

2-1.評定部会用資料は、耐震診断等の概要を所定の構成と書式で 100～150 ページ程度の１冊にま

とめて作成する。 
 

2-2 評定部会資料の構成と書式 
（1）製本は、Ａ４版、縦置き、左綴じとする。 
（2）構成は、下記のとおりとする。 

ａ 表紙 
ｂ 耐震診断結果または補強計画等の概要書（評定 2 号様式または 3 号様式） 
ｃ 評定経過報告書（評定 4 号様式。第１回評定部会では不要） 
ｄ 目次 
ｅ 本文 
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（3）表紙は、下記の体裁とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（4）評定 2 号様式または 3 号様式に従って耐震診断結果または耐震補強計画等の概要を記載

する。 
（5）評定経過報告書（評定 4号様式）は、メールによる質疑とそれに対する回答についても

記載し、日付の新しいものを上にする。 
（6）目次は、対応する本文ページ番号を必ず記載すること。 
（7）本文の構成は、下記（耐震診断評定にあってはｄを除く。）の内容と順序を標準とする

が、同様の内容が明示されていて、分かりやすく編集されていれば、異なる順序でも

構わない。ただし、各ページには必ずページ番号を付すこと。 
ａ. 建物概要 

①一般事項 
②構造概要 
③外観写真（各面の全景） 
④図面 
・配 置 図 ：評定対象建物と他棟の位置関係、方位等を明示 
・平 面 図 ：各階平面図（同一平面の階は省略可） 
・立 面 図 ：原則として４面の立面 
・断 面 図 ：Ｘ・Ｙ2 方向の代表的な断面 
・伏  図 ：RC 壁の配置がわかる各階伏図（同一平面の階は省略可） 
・軸 組 図 ：RC 壁の開口形状がわかる全軸組図（同一形状の軸は省略可） 
・部材リスト ：柱・大梁・基礎・壁・スラブのリスト 

⑤地盤柱状図（あれば添付する） 
ｂ. 建物調査結果 

①調査結果概要：調査項目と結果の概要を箇条書きまたは一覧表に纏める 
②コンクリート調査結果：コンクリート強度調査結果をコアごとの値、各階平均値、

標準偏差、診断採用強度などの一覧表に纏める 
③鉄骨調査結果：調査した代表的な箇所での設計図書と調査結果の計測値等を記入し

た実態調査票、超音波探傷結果と不合格率を添付し、接合部等の診断上の取扱いに

ついて所見を述べる 
ｃ. 現状建物の耐震診断結果 

①診断方針：準拠基準、診断次数、使用計算プログラム、判定指標（Ｉso）、計算に

用いた材料強度、計算上のモデル化などを記述 

 
件    名 

 
 

○○○○評定用資料 
（評定部会用） 

 
 

平成○年○月 
 

申込者：○○○○○○ 
設計者：○○○○○○ 

注）○○○○は評定区分（「耐震診断」、「補強設計」 
又は「耐震診断・補強設計」）を表示する。 

注）耐震診断評定の場合は、「設計者」を「診断者」と

書き換える。 
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②建物重量及び柱軸力：建物重量等の算定方法(参考とした資料)と算定結果 
③Ｔ指標：Ｔ指標の算定表と算定結果 
④ＳD 指標：偏心率、剛重比の算定表、ＳD 指標の算定結果。重心・剛心位置を記入

した伏図を添付する。 
⑤診断結果：最終的なＩs 値、ＣT・ＳD値などの結果一覧表 
⑥診断計算結果：Ｆ値別、Ｉs、ＣT・ＳDなど、診断計算結果の一覧表（書式例−１） 

（電算出力でも良い） 
⑦ＣT−Ｆ関係：各階のＣT−Ｆ関係図（書式例−２）。 

（電算出力でも良い） 
⑧破壊モード図：原則として、雑壁等の形状も示した軸組図に耐震要素の破壊モード、

Ｆ指標、負担せん断力を記載する（書式例−３）。 
（電算出力でも良い） 

⑨第２種構造要素の判別：極脆性柱、せん断柱、下階壁抜け柱が第２種構造要素に該

当するか否かの検討。 
⑩診断結果の考察：建物の耐震的な問題点、改修のポイントなどを記述 
⑪その他評定に必要と思われる資料 

ｄ. 耐震補強設計 
①耐震補強計画：補強設計方針、補強目標性能、採用する補強工法、補強箇所数など 
②補 強 概 要 ：補強部材の配置を平面図及び軸組図に記入する。 

（カラー表示が望ましい） 
③補強後の診断結果：ｃ項②～⑧に準じて診断結果をまとめる。 
④補強効果の考察：補強目標に対する達成度などを記述する。 
⑤補強部材の設計：補強部材、接合部等の耐力検討 
⑥補強部材詳細図：各補強部分の詳細図 

e. 添付資料 
①建物調査の詳細資料 
②耐震診断評定書（補強設計評定の場合）：評定書本文と診断結果の概要書 
③追加検討書（評定部会の質疑により作成し、本文内に挿入しにくい資料） 

（8）その他の注意事項  
a. 電算出力は、必要な頁を抜粋し、編集して評定用資料に取り込むこと。一貫計算結果

を添付する必要はない。なお、電算出力頁に適宜書込みをし、あるいは、診断者の方

針にそぐわない計算結果が出力された場合に手修正することは構わない。ただし、修

正する場合は、その理由を明記すること。 
b. 補強設計評定の場合にも、現状の耐震診断結果は付けなければならない。なお、耐震

診断評定取得済みであっても、補強設計者が耐震診断者と異なる場合には、補強設計

のために再診断し、その結果を補強設計評定用資料に掲載することができる。ただし、

再診断したことを明記すること。 
c. 評定部会の質疑に対する検討結果は、資料の頁差替え・追加としてよい。その場合、

全体の頁番号は変えず、追加頁番号は枝番付きとしてよい。 
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第３ 判定会議用資料の作成方法 
3-1 判定会議用資料は、耐震診断等の概要及び評定経過などを所定の構成で 70～100 ページ程度

の１冊にまとめて作成する。図面等はできるだけ折込みを避け、Ａ４版でコンパクトにまと

める。なお、事務局の判断で、評定部会用資料から、添付資料① 建物調査の詳細資料 を除

いたものとすることができる。 
 

3-2 判定会議用資料の構成と書式 
（1）製本は、Ａ４版、縦置き、左綴じとする。 
（2）構成は、下記のとおりとする。 

ａ 表紙 
ｂ 耐震診断結果または補強計画等の概要書（評定 2 号様式または 3 号様式） 
ｃ 評定経過報告書（評定 4 号様式） 
ｄ 目次 
ｅ 本文 

（3）表紙は下記の体裁とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（4）評定 2 号様式または 3 号様式に従って耐震診断結果または耐震補強計画等の概要を記載

する。 
（5）評定経過報告書（評定 4 号様式）は、メールによる質疑とそれに対する回答についても

記載し、日付の新しいものを上にする。 
（6）目次は、対応する本文ページ番号を必ず記載すること。 
（7）本文は評定部会資料のうちから、以下のもの（耐震診断評定にあってはｄを除く）を抜

粋して添付する。（以下で特記の無いものは、評定部会用と同じ内容とする） 
ａ. 建物概要 

①一般事項 
②構造概要 
③図面 
・配 置 図  
・平 面 図 ：1 階及び基準階平面図 
・立 面 図 ：2 面以上の立面 
・伏  図 ： 
・軸 組 図 ：代表的な通りの軸組図 
・部材リスト：柱・大梁・基礎・壁・スラブのリスト 

 
件    名 

 
 

○○○○評定用資料 
（判定会議用） 

 
 

平成○年○月 
 

申込者：○○○○○○ 
設計者：○○○○○○ 

注）○○○○は評定区分（「耐震診断」、「補強設計」 
又は「耐震診断・補強設計」）を表示する。 

注）耐震診断評定の場合は、「設計者」を「診断者」と

書き換える。 
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ｂ. 建物調査結果 
①調査結果概要 
②コンクリート調査結果 
③鉄骨調査結果 

ｃ. 現状建物の耐震診断結果 
①診断方針 
②建物重量：建物重量等の算定結果 
③Ｔ指標：Ｔ指標の算定結果 
④ＳD指標：ＳD指標の算定結果。 
⑤診断結果 
⑥診断計算結果 
⑦破壊モード図 
⑧第２種構造要素の判別 
⑨診断結果の考察 

ｄ. 耐震補強設計 
①耐震補強計画 
②補 強 概 要  
③補強後の診断結果 
④補強効果の考察 
⑤補強部材の設計 
⑥補強部材詳細図 

e. 添付資料 
②耐震診断評定書（補強設計評定の場合） 
③追加検討書 

 
第４ 評定報告書の作成 

4-1 評定報告書は、事務局が発行した評定書、所見、及び耐震診断結果又は補強計画等の概要書、

評定経過報告書、判定会議用資料、並びに判定会議において指摘事項があった場合の追加検

討資料を合本して１冊にまとめて作成する。 
 

4-2 評定報告書の作成方法 
（1）製本はＡ４版、左綴じとする。製本は、くるみ製本（無線綴じ製本）など、頁の差替え

ができない方法とする。 

（2）構成は、下記のとおりとする。 
ａ 表紙 
ｂ 評定書（評定 6 号様式。事務局発行のもの） 
ｃ 所見（評定 5 号様式。事務局発行のもの） 
ｄ 耐震診断結果又は補強計画等の概要書（評定 2 号様式または評定 3 号様式） 
ｅ 評定経過報告書（評定 4 号様式。申込者等が作成、評定部会が承認したもの） 
ｆ 目次 
ｇ 本文 
ｈ 追加検討資料 
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（3）表紙及び背表紙は、下記の体裁とする。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（4）評定書及び所見は事務局発行のものを添付する。 
（5）耐震診断結果又は補強計画等の概要書は、判定会議提出時のもの（最終版）を添付する。 
（6）評定経過報告書は、評定部会が承認したものを添付する。判定会議で追加質疑があれば

それも添付する。 
（7）目次は本文の対応するページ番号を記載する。 
（8）本文は、判定会議に提出したものと同一の内容とする。ただし、判定会議における指摘

事項について訂正した場合はその内容とする。 
（9）追加検討資料は、判定会議において追加検討が指示された場合に添付する。 

 
第５ 耐震診断等の計算書等 

申込者等は、耐震診断等の計算書等（コンピューター出力、現地調査の詳細資料、使用特殊

材料の資料など）を評定部会当日に持参し、必要に応じて内容を説明する。資料の構成及び書

式は自由とする。 

JASO 評定 No.XXXXX 
 

件    名 
 

 
○○○○報告書 

 
 
 
 

平成○年○月 
 

申込者：○○○○○○ 
設計者：○○○○○○ 

JASO 評定 
XXXXX 

 
 件 
 

名 
 
 

○
○
○
○
報
告
書 

注）○○○○は判定区分（「耐震診断」、

「補強設計」又は「耐震診断・補強

設計」）を表示する。 

注）耐震診断評定の場合は、「設計者」

を「診断者」と書き換える。 

注）XXXXX は、判定書に付けられ

る評定番号を転記する。 
背表紙は、右 90°回転してよい。 
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書式例−１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
備考 ① 柱支持能力の検討にあたり、軸力を再分配しない出力を示す。 

② 採用値（○印）と判定（ＯＫ又は NG）を記入する。 
③ 支持能力の限界 F 値（Fu 値）を記入する。 
＊1 ④ Is 値決定時の F 値において、支持能力不足と出力された柱がある場合には、第 2

種構造要素の検討ページを示す。 

○  OK 

○  NG 
  Fu=1.0 

○  NG 
  Fu=1.0 

Fu=2.00 
（P.○○参照）＊1 



 8 

書式例−２ 
 

ＣT−Ｆ関係図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
備考 ① 原則として、各階を示す。 

② 主要なＣT指標の値は図中に記入する。 
 
 

0.0 0.8 1.0 1.27 1.5 1.75 2.0 2.25 2.6 3.0 3.2 
0.0 

0.35 ( 488.6) 

0.71 ( 977.1) 

1.06 (1465.7) 

1.42 (1954.2) 

1.77 (2442.8) 

1.77 

 

0.12 
 

0.18(242.2) 0.16(223.4) 
0.05(64.8) 

靭性指標（Ｆ） 

強度指標（ＣT） 
（保有せん断力ｔ） 
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書式例−３ 
 

破壊モード図 
 
 
 
 

○は第２種構造要素の極脆性柱 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Ｙ４通り軸組図  
 
 
備考 ① 軸組図には袖壁・腰壁等の雑壁も表現する。 

② 原則として、全架構を示す。 
③ 第２種構造要素の極脆性柱には、○印を付す。 
（必要に応じて第２種構造要素のせん断柱に△印を付す。） 

④ 破壊モードには原則として以下の符号を用いる。 
       ＭＣ：曲げ柱 
        Ｃ：せん断柱 
       ＳＣ：極脆性柱 
       ＭＷ：曲げ壁 
        Ｗ：せん断壁 
 
 
 

上：保有せん断力 (Q) (T) 
中：Ｆ値（靭性指標） (F) 
下：破壊形式 (DTYP) 


